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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の記録媒体に対してデータを記録再生する第１の記録再生手段と、
　第２の記録媒体に対してデータを記録再生する第２の記録再生手段と、
　前記第１の記録媒体に記録された画像データの印刷処理に関する印刷設定情報を生成す
る印刷情報生成手段と、
　前記第１の記録媒体に対する前記データの記録が可能か否かを判別し、前記第１の記録
媒体に対するデータの記録が不可能な場合、前記印刷設定情報にて指定された画像データ
を前記第１の記録媒体から読み出し、前記印刷設定情報と共に前記第２の記録媒体に記録
するよう前記第１の記録再生手段と第２の記録再生手段とを制御する制御手段とを備える
画像処理装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記第１の記録媒体の記録残容量に基づいて前記第１の記録媒体に対
するデータの記録が可能か否かを判別することを特徴とする請求項１記載の画像処理装置
。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記第１の記録媒体がファイナライズ処理済みであるか否かに基づい
て前記第１の記録媒体に対するデータの記録が可能か否かを判別することを特徴とする請
求項１記載の画像処理装置。
【請求項４】
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　前記第１の記録媒体はデータの書き替え可能な記録媒体と追記型の記録媒体とを含み、
前記制御手段は前記第１の記録媒体が前記データの書き替え可能な記録媒体と追記型の記
録媒体の何れであるかに基づいて前記データの記録が可能か否かを判別することを特徴と
する請求項１記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記制御手段は更に、前記第２の記録媒体の記録残容量と前記印刷設定情報及び前記印
刷設定情報にて指定された画像データのデータ量とを比較し、前記第２の記録媒体の記録
残容量の方が大きい場合には前記第２の記録媒体に対して前記印刷設定情報及び前記印刷
設定情報にて指定された画像データを記録し、前記第２の記録媒体の記録残容量の方が小
さい場合には前記第２の記録媒体に対する前記印刷設定情報及び画像データの記録を禁止
することを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項６】
　画像データの記録された第１の記録媒体に対してデータを記録再生する記録再生手段と
、
　前記第１の記録媒体とは異なる第２の記録媒体にデータを記録する記録手段と、
　前記第１の記録媒体に記録された画像データの印刷処理に関する印刷設定情報を生成す
る印刷情報生成手段と、
　前記第１の記録媒体に対して前記印刷設定情報が記録できない場合、前記印刷設定情報
と、前記第１の記録媒体に記録された画像データのうち前記印刷設定情報により指定され
ている画像データとを前記第２の記録媒体に記録するよう前記記録手段を制御する制御手
段とを有することを特徴とする記録再生装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記第１の記録媒体に対して前記印刷設定情報が記録できる場合は、
前記印刷設定情報を前記第１の記録媒体に記録するよう、前記記録再生手段を制御するこ
とを特徴とする請求項６記載の記録再生装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記第１の記録媒体に対して前記印刷設定情報が記録できるか否かを
判別し、
　前記第１の記録媒体に対して、前記印刷設定情報が記録できない場合、前記印刷設定情
報と、前記第１の記録媒体に記録された画像データのうち前記印刷設定情報により指定さ
れている画像データとを前記第２の記録媒体に記録するよう前記記録手段を制御し、
　前記第１の記録媒体に対して、前記印刷設定情報が記録できる場合は、前記印刷設定情
報を前記第１の記録媒体に記録するよう、前記記録再生手段を制御することを特徴とする
請求項７記載の記録再生装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、前記第１の記録媒体の記録残容量に基づいて前記第１の記録媒体に対
して前記印刷設定情報が記録できるか否かを判別することを特徴とする請求項６から８の
いずれか１項記載の記録再生装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、前記第１の記録媒体がファイナライズ処理済みであるか否かに基づい
て前記第１の記録媒体に対して前記印刷設定情報が記録できるか否かを判別することを特
徴とする請求項６から９のいずれか１項記載の記録再生装置。
【請求項１１】
　前記第１の記録媒体はデータの書き替え可能な記録媒体と追記型の記録媒体とを含み、
前記制御手段は前記第１の記録媒体が前記データの書き替え可能な記録媒体と追記型の記
録媒体の何れであるかに基づいて、前記第１の記録媒体に対して前記印刷設定情報が記録
できるか否かを判別することを特徴とする請求項６から１０のいずれか１項記載の記録再
生装置。
【請求項１２】
　前記制御手段は、前記第２の記録媒体の記録残容量と前記印刷設定情報及び前記印刷設
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定情報にて指定された画像データのデータ量とを比較し、前記第２の記録媒体の記録残容
量の方が大きい場合には前記第２の記録媒体に対して前記印刷設定情報及び前記印刷設定
情報にて指定された画像データを記録し、前記第２の記録媒体の記録残容量の方が小さい
場合には前記第２の記録媒体に対する前記印刷設定情報及び画像データの記録を禁止する
ことを特徴とする請求項６から１１のいずれか１項記載の記録再生装置。
【請求項１３】
　被写体の光学像を撮像し画像データを取得する撮像手段を更に有し、
　前記記録再生手段は、前記撮像手段により得られた画像データを前記第１の記録媒体に
記録することを特徴とする請求項６から１２のいずれか１項記載の記録再生装置。
【請求項１４】
　第１の記録媒体に対してデータを記録再生する第１の記録再生手段と、
　第２の記録媒体に対してデータを記録再生する第２の記録再生手段と、
　前記第１の記録媒体に記録された画像データの印刷処理に関する印刷設定情報を生成す
る印刷情報生成手段とを有する画像処理装置の制御方法であって、
　前記第１の記録媒体に対する前記データの記録が可能か否かを判別し、前記第１の記録
媒体に対するデータの記録が不可能な場合、前記印刷設定情報にて指定された画像データ
を前記第１の記録媒体から読み出し、前記印刷設定情報と共に前記第２の記録媒体に記録
するよう前記第１の記録再生手段と第２の記録再生手段とを制御することを特徴とする制
御方法。
【請求項１５】
　画像データの記録された第１の記録媒体に対してデータを記録再生する記録再生手段と
、
　前記第１の記録媒体とは異なる第２の記録媒体にデータを記録する記録手段と、
　前記第１の記録媒体に記録された画像データの印刷処理に関する印刷設定情報を生成す
る印刷情報生成手段とを有する記録再生装置の制御方法であって、
　前記第１の記録媒体に対して前記印刷設定情報が記録できない場合、前記印刷設定情報
と、前記第１の記録媒体に記録された画像データのうち前記印刷設定情報により指定され
ている画像データとを前記第２の記録媒体に記録するよう前記記録手段を制御することを
特徴とする制御方法。
【請求項１６】
　第１の記録媒体に対して前記印刷設定情報が記録できる場合は、前記印刷設定情報を前
記第１の記録媒体に記録するよう、前記記録再生手段を制御することを特徴とする請求項
１５記載の制御方法。
【請求項１７】
　前記第１の記録媒体に対して前記印刷設定情報が記録できるか否かを判別し、
　前記第１の記録媒体に対して前記印刷設定情報が記録できない場合、前記印刷設定情報
と、前記第１の記録媒体に記録された画像データのうち前記印刷設定情報により指定され
ている画像データとを前記第２の記録媒体に記録するよう前記記録手段を制御し、
　前記第１の記録媒体に対して前記印刷設定情報が記録できる場合は、前記印刷設定情報
を前記第１の記録媒体に記録するよう、前記記録再生手段を制御することを特徴とする請
求項１６記載の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画像処理装置に関し、特に画像データに対する印刷設定情報の処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、画像信号をデジタルデータとしてメモリカードなどに記録するデジタルカメラが
知られている。そして、近年では、撮像素子の画素数は数１００万画素となり、以前に比
べて高画質な画像を得ることができるようになり、デジタルカメラで記録した画像をＰＣ
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やテレビ画面上で鑑賞することに加えて、印刷して鑑賞されることが多くなっている。
【０００３】
　デジタルカメラなどで撮影した画像を印刷する場合、画像データをＰＣに転送してから
プリンタで印刷する方法、カメラをプリンタとを直接接続して印刷する方法、メモリカー
ドなどの記録メディアを印刷サービスに持ち込み印刷する方法などがある。
【０００４】
　カメラとプリンタとを直接接続して印刷する場合や記録メディアを印刷サービスに持ち
込む場合、印刷する画像を指定したファイルを予めメディアに記録しておくことで印刷作
業を簡易化することができる。この印刷指定情報としてＤＰＯＦ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｐｒ
ｉｎｔ　Ｏｒｄｅｒ　Ｆｏｒｍａｔ）が知られている。この様な印刷指定情報を利用して
印刷する構成が、例えば特許文献１に開示されている。
【０００５】
　また、近年では、メモリカードに代えて、ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌ
ｅ　Ｄｉｓｃ）などの光ディスクに対して撮影した画像データを記録するビデオカメラも
登場している。
【特許文献１】特開２００２－３２０１７３
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ＤＶＤでは、ディスクの種類としてＤＶＤ－ＲＡＭやＤＶＤ－ＲＷの様に書き替え可能
なディスクに加え、ＤＶＤ－Ｒの様に追記型のディスクも用意されている。
【０００７】
　書き替え可能なディスクであれば、記録されたデータを自由に書き替えることができる
が、追記型のディスクの場合には、一旦データを記録すると書き替えができない。更に、
他機種との互換を持たせるためにファイナライズ処理（終了処理）を行うと、それ以降は
再生専用ディスクとなり、データの記録が一切できなくなる。
【０００８】
　そのため、この様な追記型のメディアを使用したビデオカメラにおいては、ファイナラ
イズ処理後は印刷指定情報ファイルを書き込むことができず、印刷指定情報を用いた印刷
をすることができない問題があった。
【０００９】
　本発明はこの様な問題を解決し、データの記録ができない記録媒体に記録されている画
像データの印刷設定を可能とすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、第１の記録媒体に対してデータを記録再生する第１の記録再生手段と、第２
の記録媒体に対してデータを記録再生する第２の記録再生手段と、前記第１の記録媒体に
記録された画像データの印刷処理に関する印刷設定情報を生成する印刷情報生成手段と、
前記第１の記録媒体に対する前記データの記録が可能か否かを判別し、前記第１の記録媒
体に対するデータの記録が不可能な場合、前記印刷設定情報にて指定された画像データを
前記第１の記録媒体から読み出し、前記印刷設定情報と共に前記第２の記録媒体に記録す
るよう前記第１の記録再生手段と第２の記録再生手段とを制御する制御手段とを備える。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、画像データが記録された記録媒体に対してデータの記録ができない場
合であっても、印刷設定情報を利用した印刷が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、添付図面に従って本発明に係る実施形態を詳細に説明する。
【００１３】
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　図１は、実施形態における動画・静止画を撮像記録するデジタルビデオカメラのブロッ
ク構成図である。以下に、その構成をその動作処理と共に説明する。光学ユニット（レン
ズ、絞り、及びそれらを駆動するモータ等で構成される）１０１から取り込まれた外光は
撮像素子１０２面上に結像し、電気的な信号に変換される。この信号は画像処理部１０３
に供給され、デジタル画像データとなる。また画像データはデータバスを通して画像表示
部１０４に表示され、撮像画像として確認可能となる。撮影された画像データはディスク
Ｉ／Ｆ１０５、カードＩ／Ｆ１０６によりそれぞれ、ディスク１０７、メモリカード１０
８に書き込まれる。本実施例では記録媒体として光ディスクとメモリカードとを用いる。
ディスクＩ／Ｆ１０５は、駆動制御部（レーザ発振器、レンズ、スピンドルモータ等で構
成される）１０９によりディスク１０７に対してデータの書き込み、読み出しを行う。ま
た、メモリカード１０８はソケット１１０を通して装着される。
【００１４】
　本実施形態のデジタルビデオカメラではディスク１０７或いはカード１０８に記録され
た画像データを指定して印刷枚数を設定することができ、この印刷指定情報をファイル、
若しくは一時的なデータとして記憶することができる。このファイル、若しくは一時的な
データは印刷指定情報作成部１１１で作成される。印刷指定情報作成部１１１は、ユーザ
入力部１１２の指示に応じて印刷指定情報を生成する。ユーザ入力部は図２に示すように
、十字キー２０１、メニューキー２０２、セットキー２０３の３つのキーを含む各種の操
作キーから構成されている。ユーザの入力により作成された印刷指定情報は一時的なデー
タとして情報記憶部１１３に記憶される。
【００１５】
　ディスク１０７やメモリカード１０１の記録フォーマットは数種類あるため、フォーマ
ット判別部１１４は、ディスク１０７やカード１０８の装着時に読み取ったデータを解析
することにより記録フォーマットを判別する。また同時に書き込み判別部１１５によって
ディスク１０７の残記憶容量やファイナライズ処理の有無、或いはメモリカード１０８の
記録残容量やプロテクト状況などを検出し、データの追記が可能か否かを判別する。マイ
コン１１６は、これらの判別情報に基づき、情報記憶部１１３に記憶されている印刷指定
情報を記録する記憶媒体を決定する。マイコン１１６が決定する印刷指定情報の記録先条
件の詳細は後述する。
【００１６】
　次に、周辺機器とのデータ通信は転送制御部１１７を通して行われる。転送制御部１１
７はＵＳＢやＩＥＥＥ１３９４などのフォーマットに従ってデータを送受信し、外部機器
接続用のコネクタ１１８からプリンタなどの印刷装置１１９やＰＣなどとデータの受け渡
しを行うための通信装置１２０にケーブルを介して接続することができる。
【００１７】
　図３はディスク１０７の装着から印刷指定情報が記憶媒体に記録され画像の印刷処理が
行われるまでの全体の処理を示すフローチャートである。
【００１８】
　装置本体にディスク１０７が装着されるとディスク１０７に書き込まれた所要情報を読
み取ることにより情報の取得を行う（Ｓ３０１）。次にディスク１０７に記録されている
画像データの再生中にユーザがユーザ入力部１１２を操作することにより印刷枚数などの
印刷指定情報を設定する（Ｓ３０２）。そして設定内容に従い印刷指定情報がファイルと
してディスク１０７、メモリカード１０８へ記録される（Ｓ３０３）。また、ディスク１
０７、メモリカード１０８に書き込みができないときは情報記憶部１１３に一時データと
して記憶される。次に画像の印刷を行う（Ｓ３０４）が、印刷方法として二つの場合が考
えられる。
【００１９】
　一つは装置本体に直接印刷装置１１９を接続する方法である。この場合はディスク１０
７若しくはメモリカード１０８に記録された印刷指定ファイルを利用することができ、印
刷指定した画像を枚数分一括して印刷することができる。また印刷指定ファイルを記録で
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きない場合でも情報記憶部１１３に記憶されている印刷情報を使用することにより印刷が
可能である。この場合、装置の電源をオフにすると印刷指定情報は削除される。
【００２０】
　もう一つ、印刷方法としてディスクやメモリカードを画像印刷サービスに持ち込む例が
挙げられる。これは記憶媒体に印刷指定ファイルを作成できるときのみ有効な方法である
。
【００２１】
　図３のＳ３０１の情報取得処理を図４のフローチャートに示す。
【００２２】
　装置にディスク１０７が装着されると（Ｓ４０１）、ディスク１０７のイニシャライズ
（Ｓ４０２）が行われる。このイニシャライズではディスク１０７が使用できるようにマ
イコン１１６と駆動制御部１０９およびディスクＩ／Ｆ１０５の通信コマンド初期化が行
われる。次に書き込み可否判別部１１５の結果に基づき（Ｓ４０３）、情報記憶部１１３
上に一時的に記憶されているデータフォーマット判別結果と、ディスク１０７への書き込
み可否情報をマイコン１１６が解析し、その結果によってマイコンがディスク１０７に印
刷情報ファイルを書き込むか否かを決定する（Ｓ４０４）。以上の過程はディスク１０７
を装着した時に行われ、（Ｓ４０４）で決定した内容を印刷情報ファイル書き込み可否の
初期状態として情報記憶部１０３に記憶する（Ｓ４０５）。情報記憶部１０３に記憶され
ている情報は、装置の電源が切られるまで保持される。
【００２３】
　図３の印刷情報設定操作処理を図５のフローチャートに示す。
【００２４】
　ユーザはユーザ入力部１１２を用いて印刷枚数設定を行い（Ｓ５０１）、次に印刷設定
ファイル記録先を設定する（Ｓ５０３）。記録先の初期状態は図４（Ｓ４０５）で決定し
ているため、初期状態の記録先から変更しない場合は新たに設定する必要は無いため印刷
枚数設定のみを設定し（Ｓ５０１）処理を終了する。また同様にメモリカード１０８を装
着できない装置では記録先の選択の必要がないため印刷枚数設定のみを設定し（Ｓ５０１
）処理を終了する。
【００２５】
　印刷設定処理を図７を用いて説明する。
【００２６】
　印刷を希望する画像を再生中にメニューキー２０２を押すと再生メニュー選択画面が表
示される（７０１）。十字キー２０１の上下でカーソルが移動しカーソルを「プリント指
定」に合わせることができる。カ―ソルが「プリント指定」に合っている状態では設定枚
数と印刷設定ファイルの記録先が表示される。印刷設定ファイルの記録先は図４で設定し
た初期状態に設定されている（７０２、７０３）。ただし、ディスク１０７にもメモリカ
ード１０８にも記録ができないときは空白となる（７０４）。この状態でセットキー２０
３を押すと十字キーの左右でカーソルを「印刷枚数指定」と「印刷設定ファイル記録先」
に合わせることができる（７０５、７０６）。各設定はカーソルがあった状態でセットキ
ーを押し、十字キーの上下で内容を変更することができる。
【００２７】
　次に、この様に指定された印刷指定ファイルの記録処理について、図６のフローチャー
トを用いて説明する。
【００２８】
　まず、現在装着されているディスクがＤＶＤ－Ｒなどの追記型ディスクであるか否かを
判別する（Ｓ６０１）。
【００２９】
　書き替え可能ディスクであった場合、ディスク残量を検出し、印刷指定ファイルを記録
可能な容量であるか否かを判別する（Ｓ６０２）。記録可能であった場合、印刷指定ファ
イルをディスク１０７に記録する（Ｓ６０３）。
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【００３０】
　また、Ｓ６０２において、ディスク残量が無かった場合、メモリカード１０８が装着さ
れているか否かを判別する（Ｓ６０４）。カード１０８が装着されていた場合、カードプ
ロテクト処理されているか否かを判別する（Ｓ６０５）。プロテクトされていた場合、プ
ロテクトを解除するよう、図８の警告画面８０２を表示部１０４に表示し、Ｓ６０５に戻
る（Ｓ６１０）。
【００３１】
　また、プロテクトされていない場合、カード１０８の残量を検出し、印刷指定ファイル
と、この印刷指定ファイルにて指定されている全ての画像データを記録可能か否かを判別
する（Ｓ６０６）。判別の結果、記録可能な残量があった場合、メモリカード１０８に印
刷指定ファイルを記録する（Ｓ６０７）。このとき、カード１０８に対して既に印刷指定
ファイルが記録されていた場合には、その内容を書き替える。更に、指定された画像デー
タをディスク１０７から読み出し、メモリカード１０８にコピーする（Ｓ６０８）。
【００３２】
　一方、メモリカード１０８の残量がなかった場合、図８の警告画面８０１を表示部１０
４に表示する（Ｓ６１１）。この場合印刷指定情報は情報記憶部１１３に格納されている
ため、この後、印刷指示があった場合には、情報記憶部１１３に格納した印刷指定情報に
基づいて印刷を行うことができる。
【００３３】
　また、Ｓ６０４でカードが装着されていなかった場合、図８の警告画面８０３または８
０４を表示部１０４に表示する。ここでは、Ｓ６０２からＳ６０４を経てＳ６０９に移っ
た場合には警告画面８０３を表示し、後述の様に、Ｓ６１２からＳ６０４を経てＳ６０９
に移った場合には警告画面８０４を表示する。
【００３４】
　また、Ｓ６０１で追記型ディスクであった場合、ファイナライズ済みか否かを判別し（
Ｓ６１２）、ファイナライズ済みであった場合にはＳ６０４に進む。また、ファイナライ
ズ済みで無い場合、ディスク残量を検出し、印刷指定ファイルを記録可能な容量であるか
否かを判別する（Ｓ６１３）。記録可能であった場合、ディスク１０７に印刷指定ファイ
ルが既に記録されているか否かを判別し（Ｓ６１４）、既に記録されていた場合には、前
の印刷指定ファイルを消去し、新たに印刷指定ファイルをディスク１０７に記録する（Ｓ
６１５）。一方、印刷指定ファイルが記録されていなかった場合にはそのまま印刷指定フ
ァイルを記録する（Ｓ６１６）。
【００３５】
　この様に、本実施形態においては、データの追記や書き替えができないディスクに記録
された画像に対して印刷設定を行った場合に、ディスクと共に装着されているメモリカー
ドに対して、ディスクから指定された画像データを読み出してメモリカードにコピーする
と共にこの画像データに関する印刷設定ファイルをメモリカードに記録することで、印刷
設定ファイルを利用してディスクに記録された画像を印刷することが可能となる。
【００３６】
　また、ディスクの空き容量がなく印刷設定ファイルを記録することができないときに、
メモリカードに対して指定された画像データをコピーすると共に印刷設定ファイルを記録
することで、印刷設定ファイルを利用した画像印刷を実現することができる。
【００３７】
　なお、本実施形態では、ディスクとメモリカードという２種類の記録媒体を用いた場合
について説明したが、これ以外の記録媒体を用いることももちろん可能であり、また、３
種類以上の記録媒体を用いることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の実施形態におけるビデオカメラの構成を示す図である。
【図２】操作部を示す図である。
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【図３】ビデオカメラにおける印刷処理の流れを示すフローチャートである。
【図４】ディスク情報の取得処理を示すフローチャートである。
【図５】印刷設定処理を示すフローチャートである。
【図６】印刷情報の記録処理を示すフローチャートである。
【図７】印刷設定画面を示す図である。
【図８】警告画面を示す図である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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